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ものづくり技術発信事業業務委託仕様書（案） 

 

 

1. 業務の背景・目的 

優れた加工技術を持つ市内中小企業が共同して「モノづくりフェア 2024」及び「日

本最大級異業種交流展示会「メッセナゴヤ 2024」」に出展することにより，本市の

ものづくり技術のＰＲと，マーケティングや販売ノウハウなど営業部門が弱い中小

企業の販路開拓を支援する。 

 
2. 委託業務名 

    ものづくり技術発信事業業務委託 

 

3. 委託期間 

契約日から令和６年１２月２０日（金）まで 

 
4. 履行場所 

    原則として福岡県、愛知県及び岡山市内。 
 

5. 共同出展する見本市の概要 
(ア) 「モノづくりフェア２０２４」の概要 

① 会  期 令和６年１０月１６日（水）～１８日（金） 
② 会  場 マリンメッセ福岡（福岡市博多区沖浜町 7-1） 
③ 主  催 日刊工業新聞社 西部支社 
④ 小間仕様 1 小間：間口 297cm×奥行 297cm 
⑤ 小 間 料 1 小間：275,000 円(税込) 
⑥ 特  徴 九州最大級の産業見本市。国内外 400 社超の新技術・新製品・

新サービスが一堂に集結する専門技術展 
⑦ 詳  細 HP を参照 https://www.nikkanseibu-eve.com/mono/ 

 
(イ) 「日本最大級異業種交流展示会「メッセナゴヤ２０２４」」（以下「メッセナ

ゴヤ２０２４」という）の概要 
① 会  期 令和６年１０月３０日（水）～１１月１日（金） 
② 会  場 ポートメッセなごや（名古屋市港区金城ふ頭二丁目 2 番地） 
③ 主  催 メッセナゴヤ実行委員会 
④ 小間仕様 1 小間：間口 300cm×奥行 300cm 
⑤ 小 間 料 1 小間（土間小間）＋オンライン出展：231,000 円(税込) 
⑥ 特  徴 業種・業態の枠を越え，各出展者の持ちよる製品やサービスを

情報発信し，販路拡大や人脈形成を図る「国際総合展示会」であり，活発

なビジネス交流を展開する「異業種交流の祭典」 
⑦ 詳  細 HP を参照 https://www.messenagoya.jp/ 

https://www.nikkanseibu-eve.com/mono/
https://www.messenagoya.jp/
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6. 出展内容（予定） 
(ア) 「モノづくりフェア２０２４」 

① 出展小間数 ６小間 
② 出展企業数 ５社 

(イ) 「メッセナゴヤ２０２４」 
① 出展小間数 ８小間 
② 出展企業数 ７社 

※共同出展企業の募集は本市で実施。募集する企業は，岡山市内に本社事業所もしくは主

要工場がある中小企業者で，「製造業」「ソフトウェア業」又は「建設業」を営むものとす

る。 
 

7. 業務内容 
本見本市に本市共同ブースを出展することに伴う，各種準備，主催者との連絡調整，

出展する企業（以下「共同出展企業」という。）との連絡調整，ブースの設営・撤去，

会期中のブース運営管理，共同出展企業への助言・相談対応等の支援に関する一切の

業務。「仕様書別紙１ 業務概要図」及び以下を参照。 
また、出展企業の募集を、「【参考】募集チラシ」及び岡山市ホームページの 

https://www.city.okayama.jp/jigyosha/0000018626.html（タイトル：展示会共同出展企業を

募集します！（モノづくりフェア２０２４／メッセナゴヤ２０２４））にて実施して

いるため、その記載内容もふまえて事業を遂行すること。 
 

 
(ア) 主催者との各種調整（提出書類作成及び連絡調整等） 
 主催者に提出が必要な書類・電子データ等を団体出展代表者として取りまとめ，

主催者に提出すること。 
 本業務実施に必要な主催者との連絡調整・交渉を行うこと。 

 
(イ) 共同出展企業との連絡，調整 
 主催者からの共同出展企業に対する伝達事項については，共同出展代表者とし

て取りまとめ，確実に共同出展企業に伝達すること。 
 共同出展企業からの問い合わせ窓口となり，各種調整を行うこと。 

 
(ウ) 共同出展企業のサポート 
 共同出展企業からの個別相談・要望等へのサポートを行うこと。 
 不慣れな共同出展企業の場合でも，円滑に出展準備及び当日の運営が行えるよ

う補助すること。 
 共同出展企業が主催者または主催者の指定する業者に直接提出すべき書類等に

ついても，必要なサポート及び進捗管理を行うこと。 
 商談件数増加や成約率向上のためのサポートを行うこと。 
 共同出展企業説明会を開催し，ブースの設置や装飾等に係る必要な説明を行う

https://www.city.okayama.jp/jigyosha/0000018626.html
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こと。日時は別途調整すること。 
 

(エ) 出展料の支払い 
 展示会の小間料 275,000 円×6 小間=1,650,000 円（モノづくりフェア）及び

231,000 円×8 小間=1,848,000 円（メッセナゴヤ）は，受託者が以下をまとめて

直接主催者に支払うこと。 
 企業の予定負担金額合計： 

・モノづくりフェア 2024：91,000 円×５社=455,000 円 
・メッセナゴヤ 2024：77,000 円×７社=539,000 円 

 委託料から支払う金額合計： 
 ・モノづくりフェア 2024：1,650,000 円-455,000 円=1,195,000 円 

・メッセナゴヤ 2024：1,848,000 円-539,000 円=1,309,000 円 
 
(オ) ブース出展に係る装飾，設営，撤去 

本市ブースについて，本展示会での取引成立・販路獲得に寄与する装飾・設営を

行うこと。また，会期終了後の撤去及び清掃までを完遂すること。 
なお，装飾の内容については，以下の表に示す内容をベースにすること。 

  
全体装飾 本市をアピールできるインパクトのあるデザインに

すること。 
共同出展企業の連帯感を創出すること。 

全体サイン 本市を遠方からでも十分視認できる目立つデザイン

及びサイズ。 
イメージカラー ピンク 
社名板 共同出展企業 1 社につき 1 枚以上。 
展示・インフォメーションス

ペース（本市用） 
Ａ4 サイズのパンフレット 3 種類程度が設置できる広

さ。 
展示スペース出展企業 
（モノづくりフェア：５社分 

メッセナゴヤ：７社分） 

基本的に共同出展企業に均等に配分されていること。 
基本的には出展企業のスペースを優先すること。 

ストックヤード 保管物をストックできること。 
コンセント（電源） 出展企業 1 社につき 1 箇所。加えて本市分 1 箇所。 

設置箇所については別途指示。 
照明（スポットライト等） 製品等が遠方からでも視認できる個数及び照度を確

保すること。 
カーペット 装飾と一体感のあるもの。 
ゴミ箱 必要数 

※原則，装飾に係る電気の一次側幹線及び二次配線工事，会期中の電気使用料，水道使用

料ならびに廃棄物（ゴミ）処分費等は，本業務内に含む。 
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(カ) 展示会当日のブース運営 

本市ブースの運営を行うこと。なお商談等を行う共同出展企業をサポートし、

展示会出展が円滑にできるよう支援すること（展示会当日は，本市ブースでの

様々な事案に対応ができるよう体制を整えておくこと。）。 
 

(キ) 出展後の商談状況調査 
展示会後，共同出展企業に対して商談状況の調査を行い、その内容を本市に

報告すること（例：商談状況調査の結果概要，調査結果の写し，出展企業ごと

の当日の来場企業数，企業ごとの商談結果（商談成立，見積依頼）等）。なお調

査は，展示会直後の実施を予定している。※具体的な内容については，契約締

結後本市と協議し決定する。 
 

(ク) プロジェクト管理 
  受託者は、委託者の視点に立って、本業務が効率的かつ適正に実施される

ように、また、本業務の目的や委託者の要求するサービス水準を達成できる

ように、すべての工程におけるプロジェクト管理（各作業の進捗状況の把握、

委託者が見落としがちな要件の指摘、課題・問題点の早期発見と解決策の検

討、委託者への迅速な状況報告等）を徹底すること。 
  プロジェクト管理を行う者は、十分なコミュニケーション能力を持つのみ

ならず適切な課題解決策、方法論等を提案でき、実績や知見、新たな発想等

に基づいて、円滑・確実にプロジェクト推進できる能力を有すること。また、

プロジェクトの要員の作業分担と作業量を適切に把握・管理し、計画の遅れ

が生じるなど課題・問題等が発生した場合は、早急に原因を調査し、要員の

追加や担当者の変更等、体制の見直しを含むリカバリプランを提示し、委託

者の承認を得た上で、これを実施すること。 
 

8. 資料の取扱い 
参加企業向けに作成した資料がある場合は、各参加企業がその資料を有効活用でき

るように資料提供すること。またその著作権は支援対象企業に帰属するものとする。 
 

9. 成果品 

受託者は、以下の成果品を以下方法で本市へ提出すること。 
(ア) 提出物 

① 委託業務報告書 
本業務に関する内容、実績、効果、検証を盛り込むこと。 

② その他提案事項にかかる書類・必要な書類 
(イ) 提出方法 

① 冊子 1 部 
報告書の冊子は日本産業規格Ａ４判で簡易製本、画像・図面等は適宜カラ
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ー印刷とする。 
② 電子データ 

電子データは、ＭＳワード等で作成した文書ファイルで本市が再利用でき

るもの及びＰＤＦファイルとすること。 
 

10. 秘密の保持等 

   受託者は，本業務の実施において知り得た事項を第三者に漏らしてはならない。 

   受託者は，業務を通じて得た個人情報保護の取り扱いについては，「市の保有する

個人情報の取扱委託に関する覚書」を結ぶものとする。 

 

11. その他 

 本市が提供する資料等は，その管理に万全を期すとともに，本業務を遂行する

以外の目的で使用してはならない。 

 受託者は，業務の着手前及び業務中には本市と十分な協議を行うこと。 

 この仕様書に定める事項及び明記のない事項について，疑義が生じた場合は双

方協議し明確にするものとする。 

 

 


